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断層近傍応力分布はどのように時間変化しているか
How the stress state changes with time in and aroud faults
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断層帯掘削にともない，孔内計測による原位置測定によって，地震の発生に直接かかわる重要な物理量である応力が求
められている（Ikeda et al., 1996a；Ikeda et al., 1996b；Ikeda et al., 2001; Tsukahara et. al., 2001;小村他, 2004;　 Yamashita
et al., 2004; Hickman and Zoback, 2004; Lin et al., 2007; Yabe et al., 2010; Yamashita et al., 2010; Yabe and Omura, 2011;
Kuwahara et al., 2012; Ito et al., 2013; Lin et al., 2013）．一度地震のおこった断層で，断層面の強度が回復し，断層に作用
する応力が蓄積し，再度，地震が起こる，という地震サイクルでは，断層近傍の応力状態が，地震発生後どのように変化
するのかは，将来の地震を予測するための重要な要因である．しかし，地震の再来期間が長いことがあるため，断層近
傍の応力状態の時間変化を実地に検証することは困難といわれる．そこで，これまで，主に国内における原位置地殻応
力測定で，断層近傍の応力分布の時間変化に関わる例を紹介し，孔内計測を時間をおいて繰り返し実施することにより，
断層における地殻応力の時間変化を検証することを提案する．
これまでの原位置応力測定のなかで，地震発生直後の測定には，1995年兵庫県南部地震の野島断層，1999年台湾集集

地震のチェルンプ断層，2011年東北地方太平洋沖地震震の源域先端部（海溝軸付近）の例がある．地震前の測定例では，
地震調査推進本部による長期評価により，地震後経過率が 1を越え，地震の迫っていると予想される糸魚川・静岡構造
線断層帯牛伏寺断層と阿寺断層帯萩原断層の例がある．また，地震後の経過年数の異なる複数の断層の測定結果を並べ
て時間変化にした例として，根尾谷断層，阿寺断層，跡津川断層と，先に述べた野島断層，牛伏寺断層の例がある．さら
に，断層からは距離が離れるが，鉱山の坑道を利用して，同じ場所で，時間をおいて繰り返し測定し，時間変化を直接
測定した例もある．それらをみると，地震直後から，地震にいたるまで，応力は増加していることが示唆される．しか
し，時間とともにどのように変化するのか，直線的に変化するのか，それとも地震直後ないし地震直前に急速に変化す
るのか，についてははっきりしない．断層近傍においても，地震の再来期間が非常に長いことを考慮しても，少なくと
も，同じ地点で，時間をおいて繰り返し応力測定することが，必須の測定データになると考えられる．
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